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【熱中症予防に関する本実践の目的と意義】
暑熱環境下のスポーツ時には、熱中症が毎年多数報告されていますし、暑熱馴化が起きていない春先には、比較的温暖な温度域で熱中症を発症する事例もあります。現在の熱中症予防のための運動指針には、人体の熱収支に影響の大きい気温、湿度、輻射熱の3つを取り入れたWBGT（湿球黒球温度）が主に用いられて、警戒レベルが5段階に規定されています。本プロジェクトでも屋外・屋内での運動中の熱中症予防のために南地区運動場や体育館にWBGT計測機を設置し、無線で受信できるシステムを構築しました。本プロジェクトのシステムでは、温熱環境3要素から産出されるWBGT値より規定されている5段階の警戒レベルの中でレベルが上がるタイミングで、あらかじめ登録されている携帯メールに送信することにより、熱中症予防警報を配信する事が出来ます。この情報により、暑熱環境下の課外活動時の熱中症熱中症障害予防のために有効なシステムとなることが期待されます。また、秋以降の涼・寒冷環境下でも実習や運動中には、様々な事故の起きるリスクは着衣や運動強度によっては同様に考えられるため、感覚だけに頼らない温熱環境の客観的な把握は秋季でも課外活動中の重要な指針になると考えられます。そのために、本実践の警報メール配信による予防システムの構築は役立つと思われます。
【協力のお願い】
警戒レベルの情報を配信し、熱中症予防に役立てていただく一方で、部活動により運動強度や着衣量、個別の暑熱耐久性などが異なるため、より細かな状況を把握して、より良い警報システムへと改善できるように毎日の部活動の活動レベルや着衣状況などの個別の状況の調査を実施したいと思います。これらの情報と温熱環境の物理量等を踏まえてよりきめ細やかな熱中症予防指針作りを行いたいと思います。

そこで、上記の趣旨に賛同される方は、部活動時の温熱感主観申告調査に協力をお願いします。YNU支援システムの「課題研究」（薩本弥生・田中英登担当）という科目にアンケートを作成しているのでこちらの科目に科目仮登録をお願いします。また、警報メールの送信に協力いただける場合は、携帯あるいはパソコンのアドレスをお知らせいただけたら、上記システムの送信先として登録したいと思います。
下記の問い合わせ先の本実践プロジェクトメンバーの薩本あてに、同意の趣旨のメールと登録したいメールアドレスをご連絡くださいませ。

【プロジェクトへの同意】
このプロジェクトへの協力の同意はあなたの自由意志で決めてください。全く強制はいたしません。同意されてなくても、あなたが不利益を被ることは一切ありません。また、一旦同意された場合でも、あなたが不利益を受けることなく、文書でいつでも同意を取り消すことができます。その場合は、調べた結果などは廃棄され、それ以降はプロジェクト目的に用いられることはありません。
【問合せ先】
このプロジェクトへの同意メールの送信先は以下になります。また、プロジェクトに関して、疑問、質問、同意の撤回等がある場合は、下記の窓口までご連絡ください。
240-8501　横浜市保土ヶ谷区常盤台79-2 、Tel：045-339-3307
横浜国立大学・教育人間科学部　薩本　弥生
e-mail：satumoto@ynu.ac.jp
